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【研究の背景・目的】 

多細胞生物の有性生殖では、生殖細胞系列の決定
と雌雄配偶子の発生分化制御が重要である。陸上植
物には、多細胞性の配偶体世代（核相 n）と胞子体世
代（核相 2n）が交互に繰り返すという特徴がある（世
代交代）。陸上植物進化の基部に位置するコケ植物は、
配偶体世代が優占的な生活環をもち、有性生殖研究
に適している。我々はこれまでに苔類ゼニゴケを材
料に全ゲノム解析や分子遺伝学手法の開発を進め、
ゼニゴケは陸上植物進化研究のモデル生物として国
際的にも認識されるに至った。ゼニゴケは葉状体の
先端で環境依存的に有性生殖のプログラムを開始す
る。雌の性染色体上には遺伝的に性を決定する因子
Feminizer がコードされていることが予想されてい
る。これまでに、有性生殖誘導のマスター制御因子
BONOBO を同定した。さらに、その下流に雌性配偶
子の発生制御転写因子 FGMYB と、雄性特異的に発
現し雌性化を抑制する Suppressor of Feminization 
(SUF)が存在することを見出した。SUF はアンチセ
ンス long non-coding RNA (lncRNA )をコードする。
そこで、この制御モジュールを対象に、植物の配偶
体世代における生殖細胞系列の決定と雌雄性分化の
制御原理の理解を目指す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【研究の方法】 
本研究では、次の研究を実施する。１．BONOBO

による FGMYB の誘導機構について、FGMYB のプ
ロモーター解析や BONOBO による ChIP 解析を進
める。２．順遺伝学および逆遺伝学的に本来の遺伝
的な性とは異なる生殖器官を発生する変異体を単離
することにより遺伝的な性を制御する雌の性染色体
にコードされるフェミナイザーを同定する。３．SUF

を介した FGMYB の発現制御について、lncRNA の
構造と機能および遺伝子座のクロマチン状態に着目
して解析する。４．FGMYB が雌性を分化させる機
構について、発生段階ごとの表現型解析や植物種間
の比較により行い、雌性発現の実働因子を同定する。
形質転換が極めて容易であることと充実した細胞生
物学・分子遺伝学的手法を最大限に活用し、分子・
細胞レベルの解析と組織・器官・個体レベルの解析
を統合した機能解析を進める。 
 

【期待される成果と意義】 
雌雄配偶子の形成と接合は有性生殖に共通する普

遍的な現象である。一方、性決定や生殖器官の性分
化の機構には、生物種の特性を反映した多様性が見
られる。これまでの植物の雌雄性分化や性決定に関
する研究は、主として胞子体世代における器官の発
生が扱われてきた。本計画は配偶体世代の雌雄性分
化や性決定を扱うことに特色がある。基部陸上植物
の性分化の制御システムを起点として、植物の進化
過程における性分化制御の頑健性と可塑性、生殖細
胞形成機構の普遍性と多様性が明らかになることが
期待される。また、lncRNA を介する制御の原理を
理解する意義も大きい。 
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図１ 性分化の制御


